
 （ ３ ）年  教科【 音楽 】 

使用教科書 中学生の音楽２・３下 中学生の器楽（教育芸術社） 

学習の目標 

・ねらい 

・主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，音楽活動の楽しさを体験することを通して，

音楽文化に親しむとともに，音楽によって生活を明るく豊かなものにし，音楽に親しんでいく

態度を養い，生徒自ら意図や思いを持って表現する力を育成する。 

年間の 

授業内容 

前

期 

４月  音楽を形作っている要素,「花」歌唱 

５月  絵のイメージと音楽の特徴を結び付けて鑑賞する「展覧会の絵」 

６月  音楽の特徴や背景を理解して，その魅力を味わう「ブルタバ（モルダウ）」 

７月  ポピュラー音楽の魅力を味わう「ポピュラー音楽」 

    音楽の意味や役割について考える「著作権」 

９月  旋律の関わり合いを感じ取って歌う「課題曲・学級自由曲」 

１０月  旋律の関わり合いを感じ取って歌う「課題曲・学級自由曲」 

１１月  曲想と音楽の構造との関わりを理解して，器楽表現を工夫する 

「アルトリコーダー」 

世界の歌の魅力を味わう「帰れソレントへ」 

１２月  音楽の魅力を感じ取り，よさをプレゼンする「ボレロ」 

１月  日本の伝統音楽の特徴を理解して，その魅力を味わう「巣鶴鈴慕」 

２月  世界の音楽の魅力を味わう「世界の諸民族の音楽」音楽で気持ちを伝える「式歌」 

３月  音楽で気持ちを伝える「式歌」 

後

期 

特色ある 

学習など 

・活動形態…個人活動，ジグソー法，ペア学習 

・使用機器…情報機器，視聴覚機器 

評価の観点 ・意欲的に音楽の授業に取り組むことができたか。（主体的に学習に取り組む態度） 

・音楽的に感じたことや理解したことを表現や鑑賞に生かそうとしたか。（思考力・判断力・表現

力） 

・歌唱及び器楽表現のための基礎的な発声や楽器を扱うことかできるか。（知識・技能） 

・音楽の持つ良さや美しさを感じ取って鑑賞することができるか。（知識・技能） 

評価の方法 ・実技テストや定期テスト，ノート，ワークなど提出物の内容，授業態度，発表の内容などで総

合的に評価する。 

注意事項 ・学習指導要領の改訂に伴い，評価については，重みづけはしない。 

・物の貸し借りは避ける。 

 


